『琵琶伝』に見る鏡花の恋愛至上主義 : 婚姻制度に対する問題提起 by 田中 裕理
「琵琶伝』
に 見 る 鏡 花 の 恋 愛 至 上 主 義
ーーー
婚 姻 制 度 に 対 す る 問 題 提 起
|||


















































凶 『 琵 琶 記 』
五 も 先 行 作
品であり、
王昭君の故事六からも影響を受けている。
















五月 に 発 表 さ
れ た
















に 認 知 さ れ る と い う こ と は 、






















妻 が 夫 の
咽喉を食い破るという奇怪すぎる話であるために読者がつ
いていけず、








小 説 と し て の 要 素 を 読 み と り
「観




『 海 域 発 電 』
と
『 琵 琶 伝 』
は反軍反戦的
Fhυ 可『ム










に か け て 刊 行 さ れ た 岩 波 書 庖
版「
鏡花全
集 」 に は 収 録 さ れ
な か っ た 。
『 琵 琶 伝 』 は
結婚制度について読者の胸に鋭く因習打破の
叫 び を 投 げ か け た 観 念 小 説 で あ る 、
との論を展開する研究が見られ
る よ う に な る 。
















上 記 の 先 行 研 究 の 変 遷 な ど を ふ ま え て み て も 、
現在
『 琵 琶 伝 』
は
幻 想 小 説 で あ る と の 見 方 が 一
般的である。
しかしこの作品にも他の
観 念 小 説 の 作 品 と 同 じ よ う
に、
当時の社会に対する鏡花の見解が含




怪 奇 小 説 の 手 法 を と っ て い る た
めに一
読では分かりにくくなっ









( 昭 和 十 五 ) 年
から一九四二
( 昭 和 十
七 ) 年
に か け て
刊 行 さ れ た 岩 波 書 盾 版
「 鏡 花 全 集 」
には収録されなかったという経
緯がある。
こ の 章 で は 、 『 琵 琶 伝 』
のどのあたりが反軍
・ 反 戦 的 で あ
る の か 、
















聯 隊 に 入 営 せ し が 、
其 月
其日の翌日は、
































ま す か ら 。 」 ( 中 略 )
叔母






























脱 営 を な す っ た ツ て 。
も う 、
お 前 も 知 っ て る 通 り 、
今 朝 ツ か ら
何の位、
おしらベが来たか知れないもの、
お つ か ま り な さ り ゃ 其










































一 を 挟 み て 限 界 近 く な り け る に ぞ
、お
通は
心 か ら 見 る と も な し
に、
ふ と 其 囚 徒 を 見 る や 否
や、






お 通 は 十 字 架 を 一
目みてしだに、
な ほ 且 つ 震 ひ を の 与 け る 先 の 状 に は 引 変 え て 、





第 三 射 撃 の 響 と 与 も に 、
囚 徒
が 固 く 喰 ひ し ぼ れ る 唇 を 洩 る 鮮 血 の 、
細く、
長 く 其 胸 聞 に 垂 れ
た る ま で
(中略)
銃殺全く執行されて、
硝 畑 の 香 の 失 せ た る ま で
上記は謙三郎処刑の日
の回想シlンである。
囚 人 の 服 を 着 せ ら れ
て縛られ、
パ ン パ ン パ ン と 三 発 撃 た れ て 処 刑 さ れ る 様 子 が 描 か れ て
いる。




先 行 作 品 の
『やまと昭君』















謙 三 郎 の 処 刑 場
面 は と て も 残 虐 で 現 実 的 で あ る 。




が 感 じ ら れ る 。
















の 執 筆 が ち ょ
うど日清戦争直後であったため、
鏡 花 の 戦 争 に 対
する思いが作品に組み込まれてはいるだろうが、
こ れ だ け で は 鏡 花
が『






っ た 作 品 で は あ る が 、
主題はもっと他のこ
































































『 琵 琶 伝 』 本 文 中 か ら キ リ ス ト 教 と 関 連 が あ る と
思われる描写を抜き出して考察していくこととする。










足 下 に 平 地 あ




















な ほ 且 つ 震 ひ を
の 〉 け る 先 の 状 に は 引 変 え て 、 見 る / \ 囚 徒
が面縛一凶され、(略)
脱営した謙三郎は銃殺され、
そ の 後 陸 軍 墓 地 一 五 に 埋 葬 さ れ た 。
こ
こまではよい










軍 墓 地 だ け で 、 『 琵 琶 伝 』 の 舞 台 の
地の陸軍墓地が土葬であったとしても、









な ら ば 日 本 式
の方が効果は高いのではないだろうか。
それなのに鏡花はなぜ謙三
郎 の 墓 に 十






























文 学 思 想 に 影 響 を 与 え て い
る 。









な ほ 且 つ 震 ひ を の 〉 け る 先
の 状 に は 引 変 え て 、
見る/\囚徒が面縛され、














に 出 て く る 十






















句 を 極 め て プ ロ テ ス タ ン ト 的





























心 お ご れ る 善 人 と 、
い











た だ 神 を 愛 す る 心 ふ か く 、
信 ず る こ と の 熱
きもののみが、

















ば 、 「 夫






人 の 行 為 は
「罪
」








物 語 の 最
後 で
夫 で あ る
近藤重隆の咽喉を喰い破って殺
害 し 、 ま こ と の 愛 を つ ら ぬ い た の で あ る 。 若 桑 氏 の 言 葉
を借りれば、







に 死 を 選 択 し 、
『「法
律 」
に 打 ち 克
つ 「









ー フ を 鏡 花 は 作 中 に と り い れ た の で は な い か と 考 え る 。
上 記 の こ と か ら 、














































よ う に 捉 え ら れ て い る の
か、
登場人物たち当人にとって











を は っ て
結婚を承諾しない
お 通 を 結 婚 さ せ る
ため、
自 ら 死 を
選 ん だ 父 清 川 通 知 の 手 紙 の 文 で あ る 。
一度
結 婚 の 約 束 を 取 り き め た
ら名誉や面目の為に
も う 後 戻 り は で き な い こ と が う か が え る 。
「通
、
吾 は 良 人 だ ぞ 。 」
「唯
、













吾 を 良 人 と し た 以
上は、
汝 、



















































































意 を 得 る こ と 。
配偶者のあるものの重婚を禁止。
妻の姦通は離
婚 の 理 由 に な る が 、
夫 の 姦 通 は 相
手 の 夫 か
ら提訴されて有罪になっ
た 場 合 の み 離 婚 理 由 と な る こ と 。































お 通 の 例
は極端だが、
意 に 沿 わ な い
事を強いられる女性の立場に














我 に 貞 な
り と は い ふ こ と を 得 ず と な し 、 は
じめよりお貞の我を嫌ふこと、
陀 摘 も た ゾ な ら ざ る を 知 り な が ら 、 恰 も 彼 に 魅 入 り た ら む 如 く 、進 退 隙 な く 附 絡 ひ て 、
遂にお通と謙
三 郎 と が
既 に 成 立 せ る 恋 を
破りて、
おのれ犠牲を得たりしにもか〉はらず、
従 兄 妹 同
士 が
恋愛のい










強 さ に 嫉 妬 を し て 初 夜 を












に お 通 は 心 で 自 由 に 恋 人 を 想 う 事 す ら 奪 わ れ て し ま っ た の で あ る 。
愛を貫こうとするお通、
妻を家に
縛 り 付 け る 夫 近 藤 、
反社会的な
行 為 を し て も 恋 人 に 会
いに行く謙三郎、
婚 姻 を 成 立 さ せ る た め に 自
害した父清川通知、
無理やりな婚姻を不偶に思う母、
引 き 裂 か れ た






ひ と り を 見 て も 様 々 な ド ラ マ が 展 開 さ れ て い る 。
しかしここで
着目したいのは、

























発 表 が 一 八












前 に 書 か れ た 随 筆 で あ る 。
































判 の 文 章 を 書 い て い る 。
媒 酌 人 先 づ い ふ め で た し と 、
男 姑 ま た い ふ め で た し
と、
親類
等 皆 い ふ め で た し と 、
知 己 朋 友 皆 い ふ め で た し と 、
渠等は欣々
然 と し て 新
夫婦の婚姻を祝す
、婚
礼 果 し て め で た き か 。
完全なる愛は「無我」
のまたの名なり。
故 に 愛 の た め に せ む
か 、













皆 愛 の 分 弁 た り 。
一旦





能 は ざ る に あ ら ず 、
社会これを許さざるなり。
愛することを得
ざ ら し む る な り 。
要するに社会の婚姻は、



































花 の エ ッ セ イ の 出 発 点 で あ る と 同
時に、
鏡花文学の核ともいうべ
き 意 識 を 語 る 点 で 重 要 な 位 置 を 占 め












文 芸 倶 楽
部 」 に 一 八
九 七
( 明 治
三 十 ) 年 八 月 一 - 一 O
に
掲 載 さ れ た 。





















妻 賢 母 風 の 偽 善 的 秩 序 を
否定しつつ語られる女性美の志向」は
「 『















































































ふ 無 理 な も の だ ら
う。
ただおさかづき一王をし












































ど う い ふ 理 屈 だ ら う 。
『 琵 琶 伝 』 と 『 化 銀 杏 』 は 、




・結 婚 制 度
に対する抗議を主題としている。
鏡花は「夫婦」

































、そ し て 一
八 九



















た っ た 一 年
間と
い う 短 い 聞 に 、
手を変え品を変え婚姻制度という同









読 し た だ け で は
「
幻想・怪奇小説」













楽 の よ う に 、
その場面の一つ一
つを味い楽しむべき
も の と 思 う 。 」
と














次 第 に 鏡 花 独 自 の 世 界 観 の 中 で
「愛」
が描かれる
よ う に な る 。
現 実 の 世 界 で は 法 や
社会の制度が邪魔をして遂げられ
ない「
真 実 の 愛 」 を 証 明 す る こ と が で き る 場 と し
て 、 「
異 界 」 に 物 語
の舞台を徐々に移すようになった
の で あ ろ う 。 『 琵 琶 伝 』 は そ の よ う
な創作の流れの中では、




か は た ま た 現 実 な の か グ レ l ゾ l ン と い っ た と こ ろ で 境 界 は 非 常 に暖昧であるといって
よい。
今 日
の 『 琵 琶 伝 』 の 解









は ま る で ホ ラ ー だ が 、
鏡 花 は ホ ラ ー を 書 き た か っ た わ け で は も ち ろ
んないであろう。
それよりも
『 琵 琶 伝 』
はク
ライマックス以外の箇
所 は 非 常 に 現 実 的 で あ り 、
風 刺 的 で あ り 、









覚 的 に 捉 え て 解 釈 を
それで終えてしまってよいのだ




物 語 を 構 成 す る 上
で の 形 式 ・ 手 法 で あ り 、 「
幻想・怪奇」
























観 念 小 説 」




は 非 常 に 現 実 的 で あ り 、 風 刺 的 で あ り 、
鏡花の主張に満ちている。
鏡花が真愛学校で学んだ「






















花の中に生まれた恋愛至上主義の考えが根底にある作品なのであると 一 言 守 え る だ ろ う 。
4 っω
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松 村 友 視 編 『 作 家 の 随 想 三
泉鏡花』












・ 二 十 )
脇明子
『増補
幻 想 の 倫 理 』 ( 沖 積 社 、
一九
九二・十一





































ま と 昭 君 」
( 『




岩 波 書 庖 )
手塚自行「



































二 O O 二 ・
六




( 有 精 堂 、一九
九二・
一作家が時代
や
世相から
触発
された
観念を明白に具象化し
ている小説のこと。
特に、
日清戦争後に現
れた、
社会の不合理を描いた作品群
を指す。
「観念小説」
とい
う言葉は島村抱月の
「小説を読む眼
」(
「
読売新聞」一八九五・八・二十六)
が初出
。
同年の一八九五(明治二十八)年九
月、
坪内誼遥が
『時文月旦』(
「早稲
田文学」九月号)でその定義
を承認し
たことで文壇に定着し
た。
泉鏡花の
『夜
行
巡査』
『外科室』
、
川上眉山の『書記官』
『う
らお
も
て』などが観念小説の代表作
としてあ
げら
れ
る。嶺雲主催の
「青年文」を
は
じめ
「帝国文学」「国民
之友」
「文
学界」などの雑誌が、
こぞ
ってその作柄に注目し
た。
一-超自然的な怪異や別世界など、
現実にあり得ない
とさ
れる事象を
扱
う文学の
こと。
日本における幻
想文学は、
上回秋成一が中国の小説を取
り入れ
つつ日本
古来
の幻想性を描いたのが始ま
り。
明治後期から大正にか
けては、
近代化に向
かう圧倒的な時代の流れ
の中で泉鏡花が築いた
独自
の世界観は日本の幻想文学
の頂点だと
される。二O
世紀には
シュl
ルレ
アリ
スム
によ
って
「幻想」や「夢」
が創作の源泉
とし
て捉えられ
たものの以前として幻想文学は
マイナー
な位置
に
ある。
幻想文学の遺産は児童向 ファンタジーや∞吋へ
と広が
っている。
一一八八九(明治二二)年
「文
庫」第一九号
(四
月五日
)1
第二三号(七月五日
)の「心
織筆耕」欄に連載。
全四回。
四中国の詩人白居易(七七二一
八四六)の長編
持情詩。
白居
易が江州の司馬に左遷
された
時期の作品。「長恨歌」と並ぶ感傷詩の代表作。
八一六年成立。
五元末から明初
に成立し
た、
歌曲と賓白(せりふ)から
成る
中国の古典劇。
四二幕
の長編で、
文辞もよく洗練
されてお
り、
南方系の楽曲
を基調と
する
南戯の最高
傑作と
されている。
作者は高
明(
一
三O五二三八O)
六紀元前三三年に旬奴に嫁い
だ悲運の
女性である王昭君について
の故事。
この
故事を題材
にし
た文学作品は晋の
『王
明君辞』、
元の
『漢宮秋』などが有名。
結
婚を
強いられた例、
馬上で琵官を弾き自分を
慰めるとこ
ろからオウ
ムに琵琶の
名がつけられた。
。
ヒ『
新潮日
本文学
アルバム
二二
泉鏡花』(新潮社、
一九八五・一0・二五
)、「硯友
社徒弟時代」の記述よ
り。
八『
琵琶伝』
の同時代評である、
青年文記者
『琵琶伝』
(「青年文」一八九六
年二月一
O日
)
の評価。
九『
琵琶伝』の同時代評である、
桂月
『青年小説
を読む』
(「
帝国文学」一八
九六年三月一
O日
)
の評価。
一O脇
明子
『
増補
幻想の倫理』(
沖積
社、
一九九二・一
泉
Fhu つム
一・三O)、
ご
鏡花とい
う世界」より。
初出一「太陽」、
一八九六(明治二九)年一月
ガマの穂のよ
うな
、
赤みがかった黄色。
一罪を犯し
て縄で縛
られるこ
と。
罪人
としてと
らわ
れた
人のこと。
この場面
では謙三郎が捕縛
されている。
一凶日清戦争の旅順攻略の際、市内及び近郊
で日本軍が
清国軍敗残兵掃討中に旅
順市民も虐殺した事件。
日本軍死傷者に凌辱的行
為を
行
ったことに対し敵討ち
的感情を抱き
、
軍服を捨
てゲ
リラ的に戦
う兵士と住民の区別
がつか
ず第一次の
掃討を
行っ
た。
第二段階の掃討は捕
虜をと
るということをせず殺害に重きを
置
いていた。被害
者数は日本の研究では二
0001
六000名
とぱら
つきがあるo
ei「北陸英和学校」 一
八八五(明治一八)年の一月から
始ま
り、
校舎は金沢市
広坂通
りにつく
られた。
六一八八三(明治一六)年二
月から一
八八四(明治一七
)年の一二月
まで
、
金沢市
殿町五六番地にあっ
鏡花の生家は下新町二三番地である
ため
、
今町と尾張
町の二つの通りを横切
るだけである。
じ宣教師ゼi・ピl・ポlト
ル。
学校で教
鞭をと
るかたわ
ら金
沢市の金屋町
でキ
リスト教の講義所を
聞く。
八校長の妹、
フ
ランシイ|ナ・ポ
lト
ル。
兄を助けて
講義所で伝道に当
たっ
て
いた。
ミス・ポlトルに聖母
マ
リア
的信
仰の対象である亡き母の面影を
重ねた
鏡花はミス・ポ!ト
ルをと
ても慕って
いた。
鏡花の小説でモデルとし
て登場
す
る。
『名媛記』の
りり
か、
『一之巻』1
『誓之巻』のミリヤ
アド、
『町双六』の馬
上の女教師など。
九村松定孝『泉鏡花研究く増補版〉』(
日本図書センター、
一九九二・一0・二五)
より。
。初出一「
活文壇」、
一九OO(明治三三)年一月
、白
水楼主人の名で掲載。
初出入文芸
倶楽部」、
一八
九六(明治二九)年五
月i一八九七{明治三O)年一
月までの連作。
初出入
新小説」、
一九一七
(大正六)年
ョ一初出一「文芸
倶楽部」、
一八九五(明治二八)年六月
一 四
両手を
後ろ手に縛っ
て顔を前方に差し出すこと。
一五日本葬送文化学会によ
ると
、日本で最初
の陸軍基地が建設
されたのは
一八七
一(明治四)年四月一O日
、大
阪の真
田山陸軍墓地が最初
。
敷地は八四九
七坪
、
当時は土葬で座棺を使
っていたので一人一坪として八OOO人以
上の
スペー
ス
を確保していた。
墓地内に
は招魂社も設置され
、死
体の埋葬と霊の埋葬という
両面からサポー
トしていたことも分かる。
陸軍墓地が建設
される前の戊辰戦争
の頃などはその場その場で埋葬して
いたそ
うである。
埋葬法は時代とともに変
わり
、
一八九四年の日清戦争時は火葬して埋葬
する
規則が
出来た。
一九O四年
の日
露戦争時には戦場掃除および戦死者埋葬規則が
制定され
、味
方は火葬し敵
は土葬した。一
六村松定孝
『泉鏡花研究く増補
版〉』(
日本図書センター、
一九九二・一0・二五)
の「
鏡
花とキリスト教」に記述あり。
『名媛記』
『一之巻』1『誓之巻』
『町双六』
『海域発電』など。
七若桑みど
り
「鏡花とプロテスタンテイ
ズ」(
『群像日本の作家五泉鏡花』、
小
学館、
一九九二・7一O)
-八村松定孝「鏡花とキリス
ト教」(『
泉鏡花研究増補版』日
本図書センター、
一九九二・一0・二五)よ
り。
既成のモラルを
越えよ
うとという戦い
を自ら
の作品
で試み
るに至った理由は
、
ほとんど悲願ともいうべきもの。
それ
が鏡花に観念
小説を構想
させたロマンティシズ
ムの正体であり
、
これ
を村松氏は「
キリスト
教的ヒュー
マニズ
ム」と名付けた。
九松
村友視編『作家の随想三
泉鏡花』
(日
本
図書センター
、一
九九六・九・二
五)巻末の解説より。一一O松村友視編
『作家の随想三
泉鏡花』
(日
本
図書センタ
ー、
一九九六・九・二
五)収録
『醜婦
を町す』
本文より引用。
J一
注コ二に同じ。
一手塚昌行「鏡花文学の変容」(『論集
泉鏡花』、
有精堂、
一九八七)
一一一若桑みど
り
「鏡花とプロテスタンテイズ」(
『群像日本の作家五泉鏡花』、
小
学館、
一九九二・一・一O)
一一四『化銀杏』の十の
段より引用
。す
べ
て一連のお貞のセ
リフ。
一一五婚礼の夜、
新夫婦が寝所で杯を取り交わす床杯の儀式のこと。『琵琶伝』に
も床杯の描写がある。
氏U円ノ臼
